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認すJL去1浅間山火山活動報告，
母島

軽井深観測所 松井林卒・小宮山安次郎・土屋-浩

1.緒

浅間山は，本年 2月 27日の爆禁後は大穂静穏であったが， 9月中旬ごろ

から俄かに活気を呈して無音の小爆設をくりかへした.そして 9月24日の爆

稜な音とそ聞え危かったが，相官!大きなものであった.10月に入ってから，

白煙のきれ問に黒つほ。い色の噴煙が不規則がちにあがる日が多かったが，14日

17時 29分に大爆褒をじた.

とのとき，はじめ弱震があり，その後，爆音とともに雷鳴が連績的に沿とり y

「ゴーゴーJといふもの凄い音が 26分間つどいた.そしてその後はまた元の

やうに静かに在った.嘗時は濃霧と降雨のため，遺憾左がら壮観さをみるとと

，が出来なかった.

昭和 13年 6月の爆設には，大きな火山弾が小浅間を越えたがF 今同は最

も遠方のものは小浅間のや L上部まで達した.今同は降雨中のためy 野火も訟

とらプヂ、F その他の被害も軽少であったととは何よりも幸であった.

筆者等は 15日.16日.17日の 3日間調査にのぼり y 出来るだけ詳細に

踏査した.

拾に調査結果を報告するにあたり，墓長関下を始め地震謀の本多博士F 火山

係の本多氏その他の方々の御指導を感謝L-，種々御便宜を茶じけたうした峯の

茶屋の内堀定市氏に御躍を申しあげる次第である.

ヨえに本調査の概要を釘げると弐の遁りである.

1. 10月 15日，峯の茶屋を経て鬼押出L-，北軽井津方面一帯の降友砂欣

況調査.

2. 10月 16日，峯の茶屋を経て登山道から南側悌岩上~迫分口方面，頂上

西側~火口一廻調査.
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10月 17日，峯の茶屋を経て登山道北側から火口一廻，小諸口方面から3. 

北東側を六里ケ原上に下1)，小浅間麓一環調査.

3兄物航出噴2. 

Pカザーレ タ.9カ.タヒラ

今同の活動にはF 噴出物は浅間山火口から分去の茶屋，栗千方面に最も多か

った(第 1園参照).
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千ケ瀧附近は降友砂がわづかあったらしい・・殊に火山砂が多かった.降雨の

ため相嘗洗ひ流されたゃうである(営時の雨量 46粍).

北軽井津みそぎ村附近には， 3---5糎の火山友砂がつもってゐ九降友砂嘗

時は，降雨中であったがy たほ附近の木の葉の主には，火山友砂がかなり残っ

てゐた.地上には新しい火山友の上に葉が告ちてをり y との葉の上粍新しい火

b 

ぬれた火山次砂

峯の茶屋附近は，道路が一面に降友砂ーで被はれた.

分去の茶屋及び栗千間は降友砂が最も多く，降雨後のため，

が道路面j三ととろどとろに 5糎以上につもってゐた.

分去の茶屋附近ではy 降友砂が約 2時間に及び，野菜類は火山友砂に被は

ζげたものが相営に多かった.
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山砂がつもってゐた.
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鬼押出し方面はy 降友砂が多かったゃうであ'るがy 岩石が露出じてゐる上

(tC，降雨があったので?火山友砂は大部分洗ひ流されて，わづかに友跡がみら

れる程度になってゐた.

浅胡牧場ではF 降友砂のため?放牧された牛馬の背がまつ白になる程度であ

った.金謹どして?降友砂は山の北東側斜面に多かった.

(ロ) 噴石欣況

活動火孔が火口底西隅にあるため，抽出岩は火口の北東側が多く，その雨側

事 2 園火山弾分布

南.北は少い.掲出岩の分布は，第2闘，第ふ3園及び第1表の通りである.

活動時には，分去の茶屋附近の道路上に，降雨中p 赤熱熔岩が火花のやうに

落下じてきて， fシユーシユ ~J といふ小昔をたて L 水蒸気をあげた.

今岡の活動の掲出岩中，最大は火口i像下方約 30米の北側斜面上のもので，

高さが 4.4米，周園が 12.9米あり，調査嘗時は泣ほ高熱であった(寝巽 1及

び第 L表参照).
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火口南側の抽出岩はF

策 3 国

やはり調査営時亀裂中の内部が赤熱欣態にあった(潟/

異 2及び第 1表参照).火山弾痕の大きさとのその分布
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たほ，火口東側に掲出

された熔岩中(第1表東

側記載のものと略同一場

所)，!j、石でた Lけば，金

属性の昔がする球欣火山

弾があった(務員3参照).

掲出岩のために，地表

これ bに穴があけられた.

等の穴のうちp 火口の東

方にあたり，海抜約 187

O米の地駄にあるものは

最大で;直径が 8.0米，

深さが 1.5米ある.IJ、浅

間山上，海抜 1，600米の

地黙に落下した火山弾の

ために出来た穴は，直径

5.8米.深さ 1.4米寄り，

最下部にある穴も第 7

位の大きさのものである

(馬員 4参照).

とれ等の穴には， 中央

0，.，. 

部に抽出岩が深く埋淡し

てゐるものもあり，措出

岩が破裂じて四散し，穴の中にわづか数個の破片が残ってっきささってゐるも

のもありぐ潟真 5参照λ掲出岩が全く在いものもある.

/ 

3. 火山躍の温度
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部 1表噴石概況

弛出方向 落下位置
高さ | 周司

記 事

北 白色，最高所のもの.

東 200 . 1.1 I 5.0 近パ痕ン皮籍扶.黒曜岩ゃう火山弾.積次砂多<， 附

南 200 5.0 12.0 塊中央数個に落電光下型.の亀裂がある，附近に同大の岩

西 10 一 小穴中に酬の小破片がある | 
16 日部ち爆護 42 時間後に7 海抜~ 2，200米線附近にある掲出岩跡を棒欣寒

. 0暖計で測定したととろ， 440C (気温 100C)あった.

火口.100米下方の抽出岩はF 煙草にたやすく火がつき3 普通寒暖計では測

温が出来なかったので中止した.

17日即ち爆殻 66時間後y 火口から 100米下方の火山友の表面温度をはか

ったととろ .1570Cあり，傍の岩石基郊には硫黄のやうな液鐙が吹きだしてゐ

た.とのとき，頂上北側最高所の大火山弾は，表面温度が 3300C(気温 4.49

C)あった.南側の熔岩塊は，その亀裂内部が真紅色であった.16日Kはとの

亀裂個所は表面から約 1尺内部が， 17日には約3尺内部が真紅色にみえる程

度に友った.爾日ともその亀裂表面ではyマッチは瞬間的に稜火L."ピチンピチ

ンといふ昔が問えた.火口東側のパン皮朕火山弾は， 1670Cあった(潟真。

集 4 園火山弾等温線国 (66時間後〉
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参照).

火口東方約 2粁のととろからは3 水蒸気が噴出した.その温度は 400C(気

温 7.70C)あった.

以上抽出岩の測温結果をあらはせば第 4園の通りである.

4. 火口外の獄況

火口縁は，噴出物の堆積の先めp 東と西が高く 3 北と南が低くなってゐる.

その差は約 70--80米ある.

火山砂礁の最も多かったのは，南~南東方面で，海抜2，400米附近であらう.

東側及び西側の火口縁は，花縛型に約60度の傾斜にきりとられた(潟異7参

j照).

今岡の活動前には，南西側火口i像はだんだん崩壊してをり，地表の凹凸が相

営あったが.活動後には地表の凹凸がすっかりたくなってゐた.

火口の東側には大掲出岩が多く，狼籍をき除めてゐ?と.

5. 活動前の火口

爆護 9目前に観測lじたときには，火口は噴煙も割合に少し火口底を充分

望見するととが出来た.

営時はy 東側及び西側火口内壁下部から時々白煙が上昇する程度であった.

火口の深さは，火口i像から約 160米あって，遠方から列車が泰進してくるや

うな昔と「シユーシユ ~J といふ昔とが交互に聞えてきた.

火口底は中央部からや L南東方寄りに，一段深くほりさがってゐたとれは

9月 24日に出来たらしい(潟真 8，10参照).

火口底堆積物は.全部小砂か硫黄まじりの土のゃうで、あ:った.火口内に噴気

の場所が約 30佃所あった.

6. 活動後の火口

爆護後I3Pち 16日調査したときにはy 火口は噴煙が多く，火口一杯に来ちの

ぼり，海岸にょせる大波のやうた物凄い昔が聞えた.亜硫酸瓦斯が猛烈に襲来
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した.

翌 17~- 日は，噴煙も量が幾分減少したのも煙のきれ聞から辛うじて火口!哀

を笠見するととが出来た.

火口底は西部が非常に深く，火口縁から 200米以上あらう.火口!衰の中央

附近より東側寄りにはF 千かに火山砂が堆積してゐたが，幾分東へゆるく傾斜

しy 東側内壁下部に慈してゐる.

火口jまから，水蒸気が津山僚をなして西側に傾斜してたちのぼってゐた.

友ほj大口底上約 40--50米の高さの東側火口内壁にある直径約 5;.....6米の

大きさの横穴式火孔からボイラーのやうな音をたてながら，黒友色の噴煙が塊

欣をたし時々噴出してゐたぐ第異 9参照).

7: 草津白根山の遠望

今岡の浅間山調査登山中， 16日は非常に視程もよく柊日草津白根山を遠

望するととが出来たから，併せて記して台く.

10時 30分頃，や L黒味ある色の噴煙が細長く上昇L-，火口上約 100米の

高さから東に流れてゐた.12時頃には?白煙が頂上から低くたちのぼるのが

みられたが，午後は弐第に雲に告ほはれた.

8.結び-

今岡の浅間山火山活動の観測結果は，大韓次の遁りである.

1.'1爆穫は火口底西部に訟とった.

2. 活動時には赤熱噴石があり，降友砂があった.

3. 噴石も降友砂も火口の北東側に多かった.

C昭和 15・年 10月 23日記).
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